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安全に関するアドバイス 

1.1 安全上の注意 
 

 作業は有資格者のみとする。 

 作業開始前には安全マニュアルの最新版および地域の安全規制を参照し、それに従う。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

1.2 本書で使用する安全警告 

本書は以下の安全警告を使用する。 

 

危険 

 
 

「危険」の警告表示は、その指示に従わないと死亡事故や重傷事故につながる危険

な状態を示す。 

 
 
 

警告 

 
 

「警告」の警告表示は、その指示に従わないと死亡事故や重傷事故につながる可能

性のある危険な状態を示す。 

 
 
 

注意 

 
 

「注意」の警告表示は、その指示に従わないと軽度から中程度の人身事故につなが

る可能性のある危険な状態を示す。 
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2 目的 

本文書は、ブレーキ監視装置 BRMONの取付け・調整作業について解説する。 

3 適用範囲 

本文書は、以下のW型巻上機型式に適用する。 

 

表 1 適用範囲 

項目 適用 

エレベータータイプ  ロープ式エレベーター 

巻上機 
構造 ウォーム減速機付き 

型式 W140 W140N W163 W200 W250 

ブレーキ 

構造 複ブロックブレーキ 

型式 B220 B250 B300 

ソレノイド シングル , ダブル 

制御盤型式 
μcom , YPC , PC , ES , NICS3000 
Miconic B ,  Miconic V , Miconic TX , Miconic BX 

4 記号 

KB  ： ブレーキ作動確認スイッチ（モーター側から減速機方向を見て右側） 

KB1 ： ブレーキ作動確認スイッチ（モーター側から減速機方向を見て左側） 

IF           ： エレベーター制御装置からのブレーキ開放指令 

RKBS   ： BRモニターエラー出力接点 

RKBS1、RKBS2  ： 異常時（エラー発生時）出力リレー（BRMON基板上） 

リレーA/B           ： ブレーキ及び動力遮断リレー 

リレーC              ： 信号用リレー（既存制御に異常を認識させるための信号） 

リレーRA/RB       ： 補助リレー（リレーA/Bの動作リレー） 

5 システム概要 

本装置は、ロープ式エレベーターの巻上機に使用される常時作動型ブレーキアームの作動状態を

監視し、制御装置からのブレーキ開放指令とブレーキアームの作動確認信号を比較することにより、

相互の信号に不一致が確認された時は作動異常とし、制御装置に対して制止指令を発し、エレベ

ーターを制止状態にすることができる装置である。ブレーキアームの作動確認信号はブレーキアー

ムの可動によるブレーキ作動確認スイッチ(KB,KB1)より直接入力される。尚、作動監視は、エレベ

ーターの運転、停止に係らず、常時監視される。 

 

１. ブレーキ開放指令がＯＦＦからＯＮに変化した時の監視：エレベーター運転開始時 

エレベーター制御装置よりブレーキ開放指令が発せられた後、ブレーキアームの作動確認信

号が『開放』の信号を発するまでの時間を監視し、基準値以上の時間を要した場合に作動異

常と判定し、エレベーター制御装置に制止指令を発する。 

基準時間はリセットボタン操作後の 10回の運転で測定、平均された後、＋33％の余裕を付

加されて決定される（必ず 10回以上運転を行った後に使用すること）。 

 

2.  ブレーキ開放指令がＯＮ時の監視：エレベーター運転中 

エレベーター運転中に、ブレーキアームの作動確認信号が、『閉』の信号を発した場合、作動

異常と判定し、運転中のエレベーターが停止した後に制止指令を発する。 
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3.  ブレーキ開放指令がＯＦＦ時の監視：エレベーターレベル停止中 

エレベーター制御装置よりブレーキの開放指令が無い状態において、ブレーキアームの作動 

確認信号が、『開放』の信号を発した場合に、作動異常と判定し、エレベーター制御装置に制 

止指令を発する。 

 

リセット： 

作動異常により制止状態になった装置は、電源の再投入だけでは制止状態を解除できない。 

次の条件下で、リセットボタンの操作のみにより、装置は初期化される。 

・ ブレーキ開放指令が OFF であること。 

・ブレーキの作動確認信号が OFF（ブレーキアームが閉じている）であること。 

 

 

 
 

図 1 ブレーキ作動確認スイッチ取付け例(W140,シングルソレノイド) 
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5.1 監視機能  

ブレーキ作動確認スイッチ（KB、KB1）の入力とブレーキ開放指令（IF）を比較し、合致しなければ、

監視システムは作動異常と判断し RKBSを「開」とし、エレベーターを制止させる。エレベーター動

作別における作動異常の組み合わせを「表 2 エレベーター動作別における作動異常」に示す。 

 

表 2  エレベーター動作別における作動異常 

エレベー

ター動作 

ブレーキ 

開放指令 

ブレーキ 

作動確認 

スイッチ 

ブレーキ

開閉 

動作 

作動 

異常 

(ｴﾗｰ) 

状態及び動作 

IF KB KB1 アーム 

運転開始 1 1 1 両開 － 通常の運転状態、RKBS「閉」状態 

1 0 0 両閉 

B 

ブレーキアームの開放不良 

ブレーキ開放指令が発せられた後、基準

値時間以降に異常 Bが発生し、RKBS

は直ちに「開」となる 

1 0 1 片閉 

1 1 0 片閉 

運転中 1 1 1 両開 － 通常の運転状態 RKBS「閉」状態 

1 0 0 両閉 

C 

ブレーキアームの開放不良が 100msec

以上継続した場合は異常 Cが発生し、ブ

レーキ開放指令が 1から 0に変化後 2

秒後に RKBSは「開」となる 

1 0 1 片閉 

1 1 0 片閉 

停止中 0 0 0 両閉 － 通常の運転状態、RKBS「閉」状態 

0 0 1 片開 

A 

ブレーキ開放指令が無い状態でブレーキ

アームが 2秒間開いている場合は異常

Aが発生し、RKBSは「開」となる 0 1 0 片開 

0 1 1 両開 

ブレーキ開放指令  ブレーキ開放指令有：1 、ブレーキ開放指令無  ： 0 

KB、KB1         ブレーキ開-スイッチ閉（ON） ：1 、ブレーキ閉-スイッチ開（OFF）： 0 

 
 

 
 

図 2 作動異常検出位置 

 

備考：インバーター制御方式においては、走行中にブレーキが掛った時にインバーターの保護機 

能（過電流保護若しくは速度偏差過大）が働く場合があり、インバーターがエラー出力するこ 

とによりエレベーターが停止する。 

 

過電流保護  ： 過負荷による過電流に対して保護し、インバーターを停止させる。 

速度偏差過大 ： 速度偏差（速度指令とフィードバックの差）が所定の値以上で、インバーター 

を停止させる。 
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5.2 構造概要図  

PCBへの入力及び PCBからの出力の概要図を以下の「図 3 構造概要図」に示す。 

入力 ： PCB電源、ブレーキ作動確認スイッチ、ブレーキ開放指令 

出力 ： RKBS（BRモニターエラー出力接点） 
 

 
図 3 構造概要図 

5.3 接続 

接続回路図を「図 4 接続回路図」に示す。 

PCBからのRKBSの出力を他の制御とは独立した補助リレーRA/RBで受け、その接点でミラーコン

タクトA/B（リレーA/B）を起動させる。 

異常時にはミラーコンタクトA/Bでブレーキコイルの電源を遮断すると同時に、3相動力線の2相を遮 

断してエレベーターを制止させる。 

また同時に、リレーCの接点で制御側へもエラー出力（RKBS「開」）を入力させ、プログラム上でも 

非常停止処理を行う。 

 

正常動作確認 

エレベーター運転中に異常認識させることにより、エレベーター停止後2秒後にエラー出力し、 

RKBS、補助リレーRA/RB及びミラーコンタクトA/Bが正常な場合は監視LEDが点灯する。この点灯 

を保守時及び定期検査時に確認する。 

        

監視LED：  ミラーコンタクトのA接点とB接点が同時にはCLOSEしない機能を利用し、B接点で 

LEDを点灯させ接点溶着を監視する。 
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溶着確認 

      －リレーA/B の接点溶着確認 

エラー出力（RKBS「開」）時に点灯するLED（赤点灯）とリレーA/Bの監視LEDにより保守時及び 

定期検査時にリレーが溶着していないか確認を行う。 

 

・ 正常時（RKBS「閉」）は、リレーA/B のB接点がOPENしている為、監視LEDは消灯している

こと。 

・ エラー出力時（RKBS「開」）は、リレーA/B のB接点がCLOSEしているので監視LEDは点灯

していること。 

・ リレーA/Bの A接点が溶着している場合は、エラー出力時（RKBS「開」）でも B接点が

CLOSEしない為、溶着している側の LEDは消灯している。この場合は LEDが消灯してい

る側のリレー（Aまたは B）を取り替える。 

 

－ RKSBの接点溶着確認 

RKBS1、RKBS2のどちらか１つのリレー接点が溶着した場合は、エラー出力される。 

 

－ 補助リレーRA/RBの接点溶着確認 

エラー出力時、補助リレーRAの接点2つが溶着している場合は、監視LED（A）は消灯しており、

監視LED（B）が点灯することにより、監視できる。 

エラー出力時、補助リレーRBの接点2つが溶着している場合は、監視LED（B）は消灯しており、

監視LED（A）が点灯することにより、監視できる。 

（但し、リレーRA/RB接点の 1つが溶着している場合は監視 LEDでは監視することができな 

い。） 

 

－リレーCの接点溶着確認 

              エラー出力時（RKBS「開」）に監視 LEDが点灯している状態において、戸開閉動作が可能で且 

つ呼び登録が有効な場合は、制御が異常認識をしていない、この場合はリレーCを交換する。 

尚、制御盤型式別戸開閉動作の可不可の詳細は「表 6制止指令出力時エレベーター動作」参照 
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図 4 接続回路図 
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6 取付け準備品 

6.1 ブレーキ監視装置セット（KBキット） 

主部品と数量を以下の「表 3 主部品と数量」に示す。 

該当機種に対して送られてきた部品がすべて揃っていることを確認する。 

尚、シングルソレノイド、ダブルソレノイドは共通部品となる。 

 

表 3 主部品と数量 

No. 
項目 

巻上機型式 

W140 W140N W163 W200 W250 

1 ブレーキアーム 2 － － － － 

2 ブレーキスプリング 2 2 － － － 

3 ケーブル 2 2 2 2 2 

4 ブレーキ作動確認スイッチ 

（KB、KB1） 

2 2 2 2 2 

5 スイッチ取付け材一式 1 1 1 1 1 

6 スイッチカム、押しボルト 2 2 2 2 2 

7 取付けマニュアル 1 1 1 1 1 

8 PCB 1 1 1 1 1 

※ W163,W200,W250（既設現場）のブレーキアームにスイッチカム取付け穴が無い場合、取付

け穴付きブレーキアームが支給される（数量：2）。 

 

※ 取付けマニュアル Brake Contact (KB/KB1)with BRMON kit 

K4320243１_01及び 43202430_00を参考に資料 1に添付する。 

（ただし資料は Ver.が変更される可能性があるため、付属されてくる資料に従い作業すること）。 

 

        K43202431 ： W140Nは“ ”をW140は“ ”を選択する。 

K43202430 : W200・W250は“ ”か“ ”を選択する。W163は“ ”を選択する。 
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以下の写真は巻上機型式別の KBキット（表 3 No.1から No.7の部品）を示す。 

 

 

6.2 追加：リレー及び監視 LED 

  リレー：「表 4  巻上機電動機容量に対して使用するリレータイプ」に示すリレータイプが袋井プ

ラントより送られていることを確認する。 

 

表 4 巻上機電動機容量に対して使用するリレータイプ 

巻上機 

電動機容量 

リレータイプ 

リレーA リレーB 

5.5kW以下 SC-N3 SC-N3 

11kW以下 SC-N4 SC-N4 

19kW以下 SC-N6 SC-N6 

30kW以下 SC-N8 SC-N8 

45kW以下 SC-N10 SC-N10 

 

 監視 LEDが袋井プラントより送られていることを確認する（遮断リレー（リレーA/B）が BOXに

収められているタイプは BOXに装備されていることを確認する）。 

6.3 機械室の配管配線材料 

「表 5 配管配線材」に示す部品が袋井プラントより送られる。品目及び数量を確認すること。 

 

表 5 配管配線材 
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品目コード 品目名称 数量 

54064352 プールボックス 20×20×10 1個 

54063971 ハイフレックスホワイト（プリカチューブ） DA117 5m 

54064196 パイラック  PH1 4個 

54066938 パイラックリップ  25C2C 4個 

54063849 プリカコネクタ  BC17 2個 

54063785 ハイフレックスブッシュイング  DA3117 2個 

54063800 ユーピロンブッシングﾞ(プラグブッシング) 19UPB 2個 

54063861 プリカ用両サドル 16S 6個 

6.4 現場対応準備品 

①   釣合おもりをバッファに載せて固定する為の準備品を用意すること。 

②   ソレノイド等ブレーキ関連部品を同時に交換する場合は関連部品と工具を準備しておくこと。 

③  部品交換を実施する際、新旧の部品が混ざることを避けるために、作業中旧部品のみを保管する 

 ボックスを準備すること。             

④   ブレーキ調整マニュアル（K40700198_JA_05）及びWマシンブレーキ KB装置 設置確認報告書 

を用意すること。 

⑤  該当制御盤の接続図を用意すること。 

6.5 準備工具  

  ノギス 

 隙間ゲージ 

 プラスドライバー 

 レンチセット 

 ソレノイド調整キット 

 木製くさび 

 トルクレンチ（M12-75Nm）：W140時のみ 

 ライト（小さめのサイズを準備のこと） 

 スチール定規（150mm） 

 テスター 

7 取付け及び調整 

 注意 

－当該作業はWマシンブレーキ調整資格者であり、且つ BRMON取付け資格者のみが行うこと。 

－当該作業はブレーキを取り外して行うので、かごの固定や周囲の安全には十分に配慮すること。 

 

7.1 取付け 

① 釣合おもりをバッファ上に載せて、ブレーキ部分を分解しても周囲に危険を及ぼさない状態にする。 

② 主電源を切る（作業中の掲示、バリケード、ロックアウト、電源遮断の掲示等の安全確認）。 

③ 作業環境の整備確認（適正照度の確保、材料、工具、マニュアル類が整理されていること）。 

④ W140等エンコーダーを取り外す必要がある場合は、スリット板を変形させないように慎重に取り外す。 

⑤ ブレーキソレノイドを取り外す（詳細は、取付け資料 K43202430 または K43202431参照）。 

⑥ クランピングポイントを交換する（詳細は、取付け資料 K43202430 または K43202431参照）。 
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⑦ W140の場合はブレーキアームを交換する（ただしW163,W200,W250でもブレーキアームが支給され

ている場合は交換する）。ブレーキアームを外す際に C形止め輪は JISに規定された手法と工具で行う

こと。変形した場合は必ず交換すること。 

※ C形止め輪は軸径に合わせ広げ、抜き取る（軸径以上に広げないこと） 

※ W163ブレーキアーム交換時はブレーキソレノイド側取り付け穴にベアリングブッシュが取り付けら

れていることを確認すること（ブレーキソレノイド取り付けピン径 8mm、ベアリングブッシュ内径 

8mm） 

⑧ KB/KB1ブラケットを取り付ける（詳細は、取付け資料 K43202430 または K43202431参照）。 

⑨ ブレーキソレノイドを取り付ける（詳細は、取付け資料 K43202430 または K43202431参照）。 

⑩ ブレーキを仮調整する（ブレーキ調整マニュアル K40700198_JA_05参照）。 

⑪ KB/KB1を配線・配管する（可動部やソレノイドに接触しないこと）。 

※ スイッチは、モーター後部から見て、右側を KB、左側を KB1とする。 

⑫ 制御盤に PCB、遮断リレー、監視 LEDを取付け配線結線する（10.1項 接続参照）。 

⑬ 全ての配線結線を確認する（誤結線がないことを確認する）。 

⑭ PCBの“RKB”コネクタを外す。 

⑮ 自動で動かないことを確認して主電源を入れる（手動・安全スイッチ OFF）。 

⑯ ブレーキを調整する（ブレーキ調整マニュアル：K40700198_JA_05参照）。 

（エレベーターを運転するには、RKBS1,2出力を受けている RA,RB,Cを短絡する必要がある。） 

⑰ PCBの“RKB”コネクタを差し込む。（RA,RB,Cが短絡されていれば、これを解除する） 

⑱ KB/KB1のマイクロスイッチのストロークを PCBの LEDの ON-OFFを見ながら、左右のスイッチ入力

がほぼ同時になるように調整する。 

ポイント：マイクロスイッチのストローク調整（詳細は 8．2項及び資料 3参照） 

- W140・W140N用はブレーキが“開いた”状態でマイクロスイッチアクチュエータ部と押しボルト

がジャストタッチとする。 

- W163・W200・W250用はブレーキが“閉じた”状態でマイクロスイッチアクチュエータ部と押しボ

ルトがジャストタッチとする。 

⑲ KBの動作確認とリセットを繰り返し確認し、最後にリセットボタンでリセットしてから 10回以上運転停止

を行う。 

⑳ 電源を切りマイクロスイッチの押しボルトの止めナットに合いマークを入れ、マイクロスイッチの取付ビス

及び押しボルトをロックタイト（又はペイント）で固定する。電源投入後自動運転で正常運転を確認する。 

 

KB/KB1配線方法  

1. プール BOXは既設ダクトの蓋に取り付ける（BOXは今後 UCMP設置する際にも使用する）。 

2. プール BOX横からプリカチューブで巻上機のジャンクション BOXまで配管する。 

3. プリカチューブと既設配管を使用し巻上機と制御盤間に通線する。 

4. モーター側から減速機方向を見て右側が KB、左側が KB1となるように接続する。 

5. PCBへの接続は KBの青色線をコネクタ 1、茶色線をコネクタ 2に接続すること。 

KB１の青色線をコネクタ 3、茶色線をコネクタ 4に接続すること。 

 

PCBの取付け （PCBは制御盤内に取り付けること） 

MIC-B制御盤は正面のブレーカー付きトランスに付いているレールに取付けること。 

μ -COMその他の制御盤は制御盤既存のレールや空いている場所に取付けること。 

取り付けは緩み無く取り付けられていることを確認すること。 

 

遮断リレー 

制御盤内取り付けはμ -COMのみ、他は KBリレーBOXとなる。 
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監視 LED 

     監視 LEDを制御盤既存のレールや空いている場所に取付けること（遮断リレーが BOXに収められてい 

るタイプは不要）。取り付けは緩み無く取り付けられていることを確認すること。 

  

上記作業終了後にWマシンブレーキ KB装置 設置確認報告書に結果を記入する。 

7.2 スイッチの設定 

Ｗ140・Ｗ140Ｎ 

スイッチは B接点に接続され、ブレーキ閉時はスイッチ接点が開状態である。 

 

 
 

   

 

 
 

 

   

 

 

   
    
    
    
    
    

 
 ブレーキが開いている時、アクチュエータ部と押しボルトとがジャストタッチ：0±0.1mm となるように設定

すること。 

（ジャストタッチ設定の方法例：厚さ 0.4mm の治具をアクチュエータ部と押しボルトの間に入れ、スイッチ

ON（カチッと音がする）時点で押しボルトを固定し、治具を抜きとる。） 

 隙間ゲージを押しボルトとスイッチのアクチュエータ部の間に差し込み 0.3mmから 0.5mmの間でスイッ

チが ONすること（B接点を使用しているので、接点は OPEN-回路 OPENとなる）。 

 0.2mmの隙間ゲージを差し込み ONしないこと（B接点を使用しているので、接点は CLOSE-回路

CLOSEとなる）。 

 
W163・W200・W250 

スイッチはＡ接点に接続され、ブレーキ閉時はスイッチ接点が開状態である。 

 
 

 

 

        

 

 

 

   

 

  
   

 

     
         
         
         
         
          ブレーキが閉じている時、スイッチアクチュエータ部と押しボルトとがジャストタッチ：隙間 0±0.1 mmと

なるように設定すること。 

 隙間ゲージを押しボルトとスイッチのアクチュエータ部の間に差し込み 0.3mmから 0.5mmの間でスイッ

チが ONすること（A接点を使用しているので、接点は CLOSE-回路 CLOSEとなる）。 

 0.2mmの隙間ゲージを差し込み ONしないこと（A接点を使用しているので、接点は OPEN-回路

OPENとなる）。 

 

押しボルト 

スイッチアクチュエータ部 

スイッチアクチュエータ部 

ブレーキアーム 

ブレーキアーム 

押しボルト 
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7.3 取付け補足資料 

取付け資料 Brake Contact (KB/KB1)with BRMON kit（K43202430または K43202431）に対す

る補足を「資料 4 KB/KB1押しボルトの設定要領」に示す。 

8 KB/KB1スイッチ入力時のブレーキライニングとブレーキドラム隙間確認 

スイッチ入力前に確実にブレーキライニングとブレーキドラムに隙間があることを確認する。 

（スイッチが入力されているのにブレーキが開いていない状況を起こさないための確認） 

 

 B220（W140・W140N）の場合 

手動開放レバー等によりブレーキを徐々に開き、スイッチ OFF（カチッと音がする）する前に 

ブレーキドラムとブレーキライニングは全ての位置で隙間があることを確認する。 

隙間ゲージで判らない時は、ライトを使用し隙間があることを確認する。 

推奨確認方法：短いライトを隙間に向け黒紙（黒板）に光を映し、隙間を確認する。 

 

 
 

 B250・B300（W163・W200・W250）の場合 

手動開放レバー等によりブレーキを徐々に開き、スイッチ ON（カチッと音がする）する前に 

ブレーキドラムとブレーキライニングは全ての位置で隙間があることを確認する。 

隙間ゲージで判らない時は、ライトを使用し隙間があることを確認する。 

9 制御盤への接続及び動作確認 

9.1 接続 

制御盤には以下を接続する（図 4 接続回路図参照）。 

・ リレー：RA、RB、A、B、C 

・   PCBからの出力 RKBS 

・  ランプ回路（監視 LED） 
 

詳細な制御盤への接続はメーカー指定接続図に従うこと。 

9.2 エレベーター制止動作確認 

ブレーキ監視装置より、制止指令（エラー出力）が出力された時はブレーキ回路及び動力回路を直

接遮断する。その時のエレベーター動作（運転開始時及びかご停止中）を「表 6制止指令出力時エ

レベーター動作」に示す。尚、運転中は制止指令が出力されず、かご停止後に出力されるため、停

止中と同じ動作となる。 

映し出された光 

＊隙間があることが判る 

短いライト 

黒紙（黒板） 
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ブレーキ監視装置取り付け後に制御盤型式別のエレベーター制止動作が表 6に示す通り、閉じ込

めを回避する動作となることを確認する。 

 

表 6 制止指令出力時エレベーター動作 

制御盤型式 制止動作 

YPC 
 

運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸閉待機となる。 

ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸閉待機となる。ただしかご内戸開ボタンは有効となる。 

μcom 
 

運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸開後一定時間後に戸閉し、

戸閉待機となる。ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸開後一定時間後に戸閉し、戸閉待機となる。 

ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

PC , ES 
 

運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸閉待機となる。 

ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸閉待機となる。ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

NICS3000 運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は戸開待機となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸開待機となり、かご内戸開閉ボタンは無効となる。 

Miconic B 運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録は受け付けるが運転は開始しない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸開待機となり、かご内戸開

閉ボタンは無効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸開待機となり、かご内戸開閉ボタンは無効となる。 

Miconic V 
Miconic TX 

運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸開後一定時間後に戸閉し、

戸閉待機となる。ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸閉待機となる。ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

Miconic BX 運転開始時 エレベーターは非常停止する。 

呼び登録をリセットし、以後の登録は受け付けない。 

かご位置がドアゾーンの場合は、戸閉待機となる。 

ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 

かご位置がドアゾーンでない場合は戸閉待機となる。 

停止中 戸開後一定時間後に戸閉し、戸閉待機となる。 

ただし、かご内戸開ボタンは有効となる。 
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10 ブレーキ監視装置について 

本装置を取付け後に取り外す、または結線短絡等により機能を無効にする行為は決して

行ってはならない。 
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資料 1  取付け資料 

K43202431_01
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K43202430_00 
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資料 2  主部品図 

 

W140用 

 
 

W140N用
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W163用 

 

 
W200,W250用 



 
ロープ式エレベーター ブレーキ監視装置 BRMON 取付・調整要領          JES000079_01      Page 28/32 
Copyright © 2016 Otis Elevator Service Company All rights reserved. 
  

 

 

資料 3  スイッチ動作特性 
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         ※  PT：動作までの動き   OT：動作後の動き   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4  KB/KB1押しボルトの設定要領 

Ｗ140／Ｗ140Ｎに使用 

KB／KB1 スイッチ 

Z-15GQ－B（オムロン製）動作性能 

Ｗ１63／Ｗ200／W250 に使用 

ＫＢ／ＫＢ１スイッチ 

Z-15ＧD－B（オムロン製）動作性能 

PT：0.4mm PT：0.4mm 
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設定要領 B300及び B220（W140）の例を示す（B250は B300を参照のこと）。 

設定時のブレーキ開閉は、必ずソレノイドに電圧を印加して行うこと。 

 

 B300の場合 

1. ブレーキアームの閉→開の移動距離を計測し、スイッチのアクチュエータ部と押しボルトとの取り合い調

整の目安とする。 

 

    
 
2. スイッチのアクチュエータ部に押しボルトをジャストタッチさせる（隙間が見えやすいように、白布やライト

を使用する）。 

ジャストタッチ位置にしたのち、位置が変わらないようにしてナットを締めつける。 

（締め付け固定するには、押しボルト端部をダブルナット（M6）にすると支持しやすい。） 

 

    
 

    
 

3. 隙間ゲージをスイッチのアクチュエータ部と押しボルトの間に差し込む、0.3mmから 0.5mmの間でスイ

ッチ ON（カチッと音がする）を確認する。 
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4. 隙間ゲージをスイッチのアクチュエータ部と押しボルトの間に差し込む、0.2mmでスイッチ ON（カチッと

音がする）しないことを確認する。 

5. マイクロスイッチ押しボルトにペイントもしくはねじロックを塗布する。 

6. ボルトと固定ナットに合いマークを施工する。 

 
 W140（B220）の場合 

 

1. W140において、写真の位置で、クランピングポイント下のプレートに 5mmキリで穴をあけ、テーパーピ

ン①を打ち込む。 

2. クランピングポイント固定ボルト②は、ギヤボックスに貫通しているので、ボルトにシールテープを巻いて

締めつけること(締め付けトルク 75Nm)。 

3. ギヤボックスシャフト部より油漏れがある場合は、樹脂製上蓋（白・グレー）の 1箇所に径 2.3mmの小穴

をあけること（ギヤオイル温度上昇で気圧が高くなると、シャフト部に油が上がってくる）。 

 

  
 

4. ブレーキスプリング締め代は、ブレーキ調整マニュアル（K40700198_JA_05）の基準を適用する。 

必ず、ねじ山は 2山以上残すこと。 

W140の制動距離基準及びW140に KBキット（ブレーキロングﾞアーム）を取り付けたときのスプリング

締め代はブレーキ調整マニュアル（K40700198_JA_05）を参照し設定すること。 

 
 
 
 
 
 

固定ボルト② 

固定ボルト③ 

テーパーピン① 
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本文書に関するお問い合わせ先：  オーチス・エレベータサービス株式会社  

サービス事業本部 保守営業統括部 

     FAX番号： 03-5646-5371 

     メールアドレス： Inspection@oesc.jp 

・ブレーキスプリング締め代は、ブレーキ調整マニュアルの基準を適用すること。 

 

・ねじ山は 2山以上残すこと。 


